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(57)【要約】

【課題】水面に浮かべた浮体に関し、潮位等の長周期の

水位変動に対して浮体の喫水を一定に保ち、また、波浪

などによる短周期の水位変動に伴う浮体動揺を抑制する

水位変動対応係留システムを提供すること。

【解決手段】水面に浮かんだ浮体１０と、浮体１０に所

定の喫水を付与する水中に設けられた荷重手段２０と、

荷重手段２０の荷重を梃子を利用して浮体１０に作用さ

せる梃子手段３０と、梃子手段３０を水中に係留する係

留手段４０とを備え、水位の変動に対応して所定の喫水

を維持する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 面 に 浮 か ん だ 浮 体 と 、 前 記 浮 体 に 所 定 の 喫 水 を 付 与 す る 水 中 に 設 け ら れ た 荷 重 手 段 と

、 前 記 荷 重 手 段 の 荷 重 を 梃 子 を 利 用 し て 前 記 浮 体 に 作 用 さ せ る 梃 子 手 段 と 、 前 記 梃 子 手 段

を 前 記 水 中 に 係 留 す る 係 留 手 段 と を 備 え 、 水 位 の 変 動 に 対 応 し て 前 記 所 定 の 喫 水 を 維 持 す

る こ と を 特 徴 と す る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 小 さ い 水 中 浮 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記

載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 梃 子 手 段 の 一 端 部 が 前 記 浮 体 に 係 止 さ れ 、 前 記 梃 子 手 段 の 他 端 部 が 前 記 水 中 浮 体 に

係 止 さ れ 、 前 記 梃 子 手 段 の 中 間 部 に 前 記 係 留 手 段 が 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ２ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 梃 子 手 段 の 前 記 係 留 手 段 を 係 止 す る 前 記 中 間 部 は 、 前 記 梃 子 手 段 の 支 点 部 で あ る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 大 き い 重 錘 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の

水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 前 記 係 留 手 段 が 係 止 さ れ 、 前 記 梃 子 手 段 の 中 間 部 が 前 記 浮 体 に

係 止 さ れ 、 前 記 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 前 記 重 錘 が 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

５ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 梃 子 手 段 の 前 記 係 留 手 段 を 係 止 す る 前 記 一 端 部 は 、 前 記 梃 子 手 段 の 支 点 部 で あ る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 梃 子 手 段 の 比 重 が 、 水 の 比 重 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 梃 子 手 段 に 、 波 浪 に よ る 前 記 浮 体 の 動 揺 を 低 減 す る 減 揺 手 段 を 有 し た こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の う ち の １ 項 に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 減 揺 手 段 が 、 前 記 梃 子 手 段 が 動 く 際 の 周 囲 の 水 か ら の 抵 抗 力 を 利 用 し て い る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 減 揺 手 段 と し て 、 前 記 梃 子 手 段 を 側 面 よ り も 上 面 及 び 下 面 が 広 い 平 板 構 造 に 形 成 し

て 減 揺 機 能 を 持 た せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 減 揺 手 段 と し て 、 前 記 梃 子 手 段 の 一 部 ま た は 全 部 を 網 構 造 に 形 成 し て 減 揺 機 能 を 持

た せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は 請 求 項 １ １ に 記 載 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 水 面 に 浮 か べ た 浮 体 に 関 し 、 波 浪 な ど に よ る 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 浮 体 動

揺 は 抑 制 し 、 潮 位 等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に 対 し て は 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ 水 位 変 動 対 応

係 留 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 図 ４ （ ａ ） は 従 来 の 波 力 発 電 装 置 の 概 略 図 で あ る 。 実 線 は 高 水 位 Ａ の 状 態 を 示 し 、 破 線

は 高 水 位 Ａ よ り も 下 が っ た 低 水 位 Ｂ の 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 並 進

動 揺 型 の 波 力 発 電 装 置 に お い て は 、 係 留 索 １ １ ０ に 係 留 さ れ た ス パ ー 浮 体 （ 心 棒 ） １ ２ ０

と 可 動 フ ロ ー ト １ ３ ０ と の 相 対 動 揺 に よ っ て 発 電 す る が 、 発 電 機 の ス ト ロ ー ク に は 限 界 が

あ る た め 、 潮 位 変 動 が 大 き な 海 域 で は 、 潮 位 変 化 分 で ス ト ロ ー ク を 使 っ て し ま い 、 有 効 な

波 力 発 電 が 出 来 な い 。

　 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） は 従 来 の 緊 張 係 留 さ れ た 浮 体 の 概 略 図 で あ る 。 浮 体 ２ ２ ０ が 浮 桟 橋 で

あ る 場 合 に は 、 水 底 Ｃ に 固 定 さ れ た 係 留 索 ２ １ ０ で 緊 張 係 留 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 波

浪 に よ る 動 揺 は 抑 え ら れ る が 、 乾 舷 は 潮 位 に 応 じ て 変 化 す る の で 、 特 に 小 型 船 に あ っ て は

、 浮 桟 橋 か ら 小 型 船 へ の 乗 降 高 さ が 変 化 し 、 乗 降 に 困 難 が 生 じ る 可 能 性 が 有 る 。

　 し た が っ て 、 水 位 が 変 動 し て も 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 ち 、 ま た 、 波 浪 な ど に よ る 短 周 期

の 水 位 変 動 に 伴 う 浮 体 動 揺 を 抑 制 す る 係 留 シ ス テ ム が 望 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に は 、 油 圧 シ リ ン ダ ー 内 の シ リ ン ダ ー 軸 を 上 方 へ 押 す 油 圧 を 一 定 に

保 ち 、 ア ン カ ー に 下 端 を 連 結 し た チ ェ ン の 上 端 に シ リ ン ダ ー 軸 を 取 り 付 け る こ と に よ っ て

、 潮 位 差 に 関 係 な く 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が 開 示 さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 地 盤 に 固 定 さ れ た 支 持 体 に 回 転 体 を 取 り 付 け 、 回 転 体 に 係 留 部

材 を 通 し 、 係 留 部 材 の 上 端 部 に 水 面 浮 体 を 係 留 し 、 係 留 部 材 の 下 端 部 に 移 動 重 錘 ま た は 引

っ 張 り 浮 体 を 取 り 付 け 、 水 面 浮 体 と 引 っ 張 り 浮 体 ま た は 移 動 重 錘 の 均 衡 状 態 を 保 つ こ と に

よ っ て 、 水 面 浮 体 の 喫 水 線 を 一 定 に 保 つ こ と が 開 示 さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 支 持 水 槽 内 に ピ ス ト ン 本 体 を 浮 か べ 、 ピ ス ト ン 本 体 の 両 側 に 連

接 さ れ た 浮 き タ ン ク に 浮 体 を 浮 か べ 、 浮 き タ ン ク と 支 持 水 槽 と の 間 で 液 体 の 移 動 を 可 能 と

す る こ と に よ っ て 、 潮 位 が 変 動 し て も 海 面 に 設 置 さ れ た 浮 橋 等 の 水 位 を 一 定 に 保 つ こ と が

開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 願 昭 ４ ７ － ０ ９ ０ ９ ４ ３ 号 （ 実 開 昭 ４ ９ － ０ ４ ７ ５ ８ ９ 号 ） の マ イ ク ロ

フ ィ ル ム

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ８ － １ ９ ９ ２ ８ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ３ １ １ ６ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 浮 体 に 油 圧 シ リ ン ダ ー と 油 圧 ユ ニ ッ ト を 組 み 込 む 必 要

が あ り 、 動 力 が 必 要 で 装 置 が 大 掛 か り に な っ て し ま う 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 回 転 体 や 滑 車 を 用 い る も の で あ る た め 、 回 転 体 や 滑 車 が 貝 な ど

の 海 生 生 物 の 付 着 等 に よ っ て 固 着 し て し ま う と 正 常 に 動 作 し な く な る お そ れ が あ る 。 ま た

、 装 置 を 地 盤 （ 海 底 ） に 設 置 す る 必 要 が あ る た め 、 設 置 作 業 が 容 易 で は な い 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 支 持 水 槽 、 ピ ス ト ン 本 体 、 浮 き タ ン ク 、 及 び 浮 体 等 を 配 置 す る

必 要 が あ り 、 装 置 が 大 掛 か り に な っ て し ま う 。 ま た 、 支 持 水 槽 を 水 底 上 ま た は 支 持 杭 上 に

設 け る 必 要 が あ る た め 、 設 置 工 事 が 容 易 で は な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 水 面 に 浮 か べ た 浮 体 に 関 し 、 潮 位 等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に 対 し て 浮 体

の 喫 水 を 一 定 に 保 ち 、 ま た 、 波 浪 な ど に よ る 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 浮 体 動 揺 を 抑 制 す る

水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 対 応 し た 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に お い て は 、 水 面 に 浮 か ん だ 浮 体 と

、 浮 体 に 所 定 の 喫 水 を 付 与 す る 水 中 に 設 け ら れ た 荷 重 手 段 と 、 荷 重 手 段 の 荷 重 を 梃 子 を 利
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用 し て 浮 体 に 作 用 さ せ る 梃 子 手 段 と 、 梃 子 手 段 を 水 中 に 係 留 す る 係 留 手 段 と を 備 え 、 水 位

の 変 動 に 対 応 し て 所 定 の 喫 水 を 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 動 力 や 複 雑 な 機 構 を 用 い ず に 、 水 位 が 変 動 し て も 浮

体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 を 用 い る た め 倍 力 化 が 可 能 で 荷 重 手

段 が 小 型 で 済 み 、 例 え ば 支 点 部 に 海 生 生 物 の 付 着 等 に よ る 固 着 が 発 生 し て も 、 所 定 の 喫 水

を 付 与 す る 機 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 小 さ い 水 中 浮 体 で あ る こ と を 特

徴 と す る 。

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 水 中 浮 体 の 荷 重 （ 浮 力 ） を 、 梃 子 手 段 を 利 用 し て 浮

体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 水 中 浮 体 を 梃 子 手

段 の 上 方 に 設 置 す る こ と が 可 能 な た め 、 水 深 の 浅 い 海 域 へ の 設 置 が 容 易 に で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 が 浮 体 に 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 が 水

中 浮 体 に 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 中 間 部 に 係 留 手 段 が 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た 水 中 浮 体 の 荷 重 （ 浮

力 ） を 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保

つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 の 係 留 手 段 を 係 止 す る 中 間 部 は 、 梃 子 手 段 の 支 点 部

で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 の 中 間 部 を 支 点 と し て 、 梃 子 手 段 の 他 端 部

に 係 止 さ れ た 水 中 浮 体 の 荷 重 （ 浮 力 ） を 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 大 き い 重 錘 で あ る こ と を 特 徴 と

す る 。

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 重 錘 の 重 量 を 、 梃 子 手 段 を 利 用 し て 浮 体 に 作 用 さ せ

る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 重 錘 を 梃 子 手 段 か ら 垂 下 し て 設

置 す る こ と が 可 能 で あ り 海 面 漂 流 物 等 の 影 響 を 受 け な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 留 手 段 が 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 中 間 部

が 浮 体 に 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 重 錘 が 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た 重 錘 の 重 量 を 、 梃 子

手 段 の 中 間 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 の 係 留 手 段 を 係 止 す る 一 端 部 は 、 梃 子 手 段 の 支 点 部

で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 を 支 点 と し て 、 梃 子 手 段 の 他 端 部

に 係 止 さ れ た 重 錘 の 重 量 を 、 梃 子 手 段 の 中 間 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 の 比 重 が 、 水 の 比 重 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る

。

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 に 荷 重 手 段 の 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る

。 ま た 、 梃 子 手 段 が 軽 量 と な り 取 扱 い が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 梃 子 手 段 に 、 波 浪 に よ る 浮 体 の 動 揺 を 低 減 す る 減 揺 手 段 を 有

し た こ と を 特 徴 と す る 。
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　 請 求 項 ９ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺

を 抑 制 で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 に 減 揺 手 段 を 有 し て い る た め 倍 力 化 が 可 能 で あ り 、 減 揺 手

段 が 小 型 で 済 む 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 は 、 減 揺 手 段 が 、 梃 子 手 段 が 動 く 際 の 周 囲 の 水 か ら の 抵 抗 力 を

利 用 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 水 の 抵 抗 力 を 利 用 し て 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 の 短

周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 減 揺 手 段 と し て 、 梃 子 手 段 を 側 面 よ り も 上 面 及 び 下 面 が 広

い 平 板 構 造 に 形 成 し て 減 揺 機 能 を 持 た せ た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 梃 子 手 段 に 減 揺 機 能 を 持 た せ る こ と に よ っ て 、 波

浪 な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 減 揺 手 段 と し て 、 梃 子 手 段 の 一 部 ま た は 全 部 を 網 構 造 に

形 成 し て 減 揺 機 能 を 持 た せ た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動

揺 を 更 に 抑 制 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に よ れ ば 、 動 力 や 複 雑 な 機 構 を 用 い ず に 、 水 位 が 変

動 し て も 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 を 用 い る た め 倍 力 化 が 可

能 で 荷 重 手 段 が 小 型 で 済 み 、 例 え ば 支 点 部 に 海 生 生 物 の 付 着 等 に よ る 固 着 が 発 生 し て も 、

所 定 の 喫 水 を 付 与 す る 機 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 小 さ い 水 中 浮 体 で あ る 場 合 に は 、 水 中 浮 体 の 荷 重 （

浮 力 ） を 、 梃 子 手 段 を 利 用 し て 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が

で き る 。 ま た 、 水 中 浮 体 を 梃 子 手 段 の 上 方 に 設 置 す る こ と が 可 能 な た め 、 水 深 の 浅 い 海 域

へ の 設 置 が 容 易 に で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 が 浮 体 に 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 が 水 中 浮 体 に 係 止 さ れ 、

梃 子 手 段 の 中 間 部 に 係 留 手 段 が 係 止 さ れ て い る 場 合 に は 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た

水 中 浮 体 の 荷 重 （ 浮 力 ） を 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮

体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 の 係 留 手 段 を 係 止 す る 中 間 部 は 、 梃 子 手 段 の 支 点 部 で あ る 場 合 に は 、 梃

子 手 段 の 中 間 部 を 支 点 と し て 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た 水 中 浮 体 の 荷 重 （ 浮 力 ） を

、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 荷 重 手 段 は 、 水 よ り も 比 重 が 大 き い 重 錘 で あ る 場 合 に は 、 重 錘 の 重 量 を 、 梃 子 手

段 を 利 用 し て 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 重

錘 を 梃 子 手 段 か ら 垂 下 し て 設 置 す る こ と が 可 能 で あ り 海 面 漂 流 物 等 の 影 響 を 受 け な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 の 一 端 部 に 係 留 手 段 が 係 止 さ れ 、 梃 子 手 段 の 中 間 部 が 浮 体 に 係 止 さ れ 、

梃 子 手 段 の 他 端 部 に 重 錘 が 係 止 さ れ て い る 場 合 に は 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た 重 錘

の 重 量 を 、 梃 子 手 段 の 中 間 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と で 、 浮 体 の 喫 水 を 一 定 に

保 つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 の 係 留 手 段 を 係 止 す る 一 端 部 は 、 梃 子 手 段 の 支 点 部 で あ る 場 合 に は 、 梃

子 手 段 の 一 端 部 を 支 点 と し て 、 梃 子 手 段 の 他 端 部 に 係 止 さ れ た 重 錘 の 重 量 を 、 梃 子 手 段 の
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中 間 部 に 係 止 さ れ た 浮 体 に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 の 比 重 が 、 水 の 比 重 よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 梃 子 手 段 に 荷 重 手 段 の 機 能

を 持 た せ る こ と が で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 が 軽 量 と な り 取 扱 い が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 梃 子 手 段 に 、 波 浪 に よ る 浮 体 の 動 揺 を 低 減 す る 減 揺 手 段 を 有 し た 場 合 に は 、 波 浪

な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 に 減 揺 手 段

を 有 し て い る た め 倍 力 化 が 可 能 で あ り 、 減 揺 手 段 が 小 型 で 済 む 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 減 揺 手 段 が 、 梃 子 手 段 が 動 く 際 の 周 囲 の 水 か ら の 抵 抗 力 を 利 用 し て い る 場 合 に は

、 水 の 抵 抗 力 を 利 用 し て 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 減 揺 手 段 と し て 、 梃 子 手 段 を 側 面 よ り も 上 面 及 び 下 面 が 広 い 平 板 構 造 に 形 成 し て

減 揺 機 能 を 持 た せ た 場 合 に は 、 梃 子 手 段 に 減 揺 機 能 を 持 た せ る こ と に よ っ て 、 波 浪 な ど に

よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 減 揺 手 段 と し て 、 梃 子 手 段 の 一 部 ま た は 全 部 を 網 構 造 に 形 成 し て 減 揺 機 能 を 持 た

せ た 場 合 に は 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 更 に 抑 制 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図

）

【 図 ４ 】 （ ａ ） 従 来 の 波 力 発 電 装 置 、 （ ｂ ） 従 来 の 緊 張 係 留 さ れ た 浮 体 の 概 略 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図 で あ る

。

　 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム は 、 水 面 に 浮 か ん だ 浮 体 １ ０ と 、 水 中 に 設 け ら れ 、 浮 体 １ ０

に 所 定 の 喫 水 を 付 与 す る 荷 重 手 段 ２ ０ と 、 荷 重 手 段 ２ ０ の 荷 重 を 梃 子 を 利 用 し て 浮 体 １ ０

に 作 用 さ せ る 梃 子 手 段 ３ ０ と 、 梃 子 手 段 ３ ０ を 水 中 に 係 留 す る 係 留 手 段 ４ ０ と を 備 え る 。

　 な お 、 図 １ に お い て 、 実 線 は 高 水 位 Ａ の 状 態 を 示 し 、 破 線 は 高 水 位 Ａ よ り も 下 が っ た 低

水 位 Ｂ の 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 荷 重 手 段 ２ ０ と し て 、 水 よ り も 比 重 が 小 さ い 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ を 用 い て

い る 。 ま た 、 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 中 間 浮 力 （ 中 性 浮 力 ） の 水 没 浮 力 体 と し て い る 。

　 浮 体 １ ０ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 一 接 続 索 ５ １ で 接 続 さ れ て い る 。 第 一 接 続 索 ５ １ の 一

端 は 浮 体 １ ０ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 一 端 部 ３ ０ Ａ に 係 止 さ れ て い る 。

　 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 二 接 続 索 ５ ２ で 接 続 さ れ て い る 。 第 二 接 続 索 ５

２ の 一 端 は 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 他 端 部 ３ ０ Ｂ に 係 止 さ れ て

い る 。

　 梃 子 手 段 ３ ０ の 中 間 部 ３ ０ Ｃ に は 、 水 底 Ｃ に 一 端 が 固 定 さ れ た 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係

止 さ れ て い る 。 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係 止 さ れ た 中 間 部 ３ ０ Ｃ は 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 支 点 部

と な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 一 端 部 ３ ０ Ａ に お い て 浮 体 １ ０ の 浮 力 に よ る 上 向 き の 力 を 受 け 、 他 端
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部 ３ ０ Ｂ に お い て 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ の 荷 重 （ 浮 力 ） に よ る 上 向 き の 力 を 受 け る 。 梃 子 手 段 ３

０ は 、 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係 止 さ れ た 部 分 又 は そ の 近 傍 を 支 点 と し て 傾 斜 可 能 に 構 成 さ

れ て お り 、 浮 体 １ ０ と 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ と が 均 衡 （ バ ラ ン ス ） す る 位 置 で 静 止 す る 。 図 １ に

お い て は 、 高 水 位 Ａ の と き 、 浮 体 １ ０ 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ と は 、 梃 子 手 段 ３ ０ が 水 平 と な る 位

置 で 均 衡 し て い る 。

　 水 面 に 浮 か ん だ 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 喫 水 に よ っ て 変 動 す る 。 こ れ に 対 し て 水 中 に 配 置 さ れ

た 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ の 浮 力 は 一 定 で あ る 。 し た が っ て 、 潮 位 等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に よ っ て

水 面 が 高 水 位 Ａ か ら 低 水 位 Ｂ ま で 徐 々 に 低 下 す る と き は 、 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ の 浮 力 が 一 定 で

あ る の に 対 し て 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 徐 々 に 減 少 し よ う と す る の で 、 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 水 中 浮

体 ２ ０ Ａ が 係 止 さ れ て い る 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 が 徐 々 に 上 昇 し て 傾 斜 す る 。 浮 体 １ ０ は 、 他 端

部 ３ ０ Ｂ が 一 端 部 ３ ０ Ａ よ り も 高 位 と な る よ う に 梃 子 手 段 ３ ０ が 傾 斜 す る に つ れ て 下 方 に

引 き 下 げ ら れ る が 、 第 一 接 続 索 ５ １ に か か る 張 力 は 一 定 の た め 喫 水 は 常 に 一 定 に 保 た れ る

。 ま た 、 潮 位 等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に よ っ て 水 面 が 低 水 位 Ｂ か ら 高 水 位 Ａ ま で 徐 々 に 上 昇

す る と き は 、 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ の 浮 力 が 一 定 で あ る の に 対 し て 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 徐 々 に 増 加

し よ う と す る の で 、 傾 斜 し て い た 梃 子 手 段 ３ ０ が 徐 々 に 水 平 に 戻 さ れ る が 、 第 一 接 続 索 ５

１ に か か る 張 力 は 一 定 の た め 喫 水 は 常 に 一 定 に 保 た れ る 。

　 こ の よ う に 、 所 定 の 喫 水 を 浮 体 １ ０ に 付 与 す る 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ の 荷 重 を 、 梃 子 手 段 ３ ０

の 梃 子 を 利 用 し て 浮 体 １ ０ に 作 用 さ せ る こ と に よ っ て 、 動 力 や 複 雑 な 機 構 を 用 い る こ と な

く 、 水 位 の 変 動 に 対 応 し て 所 定 の 喫 水 を 維 持 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 浮 体 １ ０ を

例 え ば 浮 桟 橋 と し た 場 合 に は 、 水 位 が 変 動 し て も 浮 桟 橋 （ 浮 体 １ ０ ） の 喫 水 を 一 定 に 保 つ

こ と が で き る た め 、 小 型 船 で あ っ て も 、 利 用 者 が 安 全 か つ 容 易 に 乗 降 で き る 。 ま た 、 梃 子

手 段 ３ ０ を 用 い る た め 倍 力 化 が 可 能 で 荷 重 手 段 ２ ０ が 小 型 で 済 み 、 例 え ば 支 点 部 に 海 生 生

物 の 付 着 等 に よ る 固 着 が 発 生 し て も 、 荷 重 手 段 ２ ０ が 浮 体 １ ０ に 所 定 の 喫 水 を 付 与 す る 機

能 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 。 さ ら に 、 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ を 梃 子 手 段 ３ ０ の 上 方 に 設 置 す る こ と

が で き る た め 、 水 深 の 浅 い 海 域 で あ っ て も 設 置 が 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 側 面 ３ ０ Ｘ よ り も 上 面 ３ ０ Ｙ 及 び 下 面 ３ ０ Ｚ が 広 い 平 板 構 造 に 形 成 さ

れ て い る 。 平 板 構 造 に 形 成 さ れ た 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 動 く 際 に 周 囲 の 水 か ら 抵 抗 を 受 け や す

く 、 波 浪 等 に よ り 発 生 す る 浮 体 １ ０ の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 に 対 し て は 、 水 の 抵 抗

力 を 利 用 し た 減 揺 効 果 に よ っ て 、 従 来 の 緊 張 係 留 と 同 様 に 、 浮 体 １ ０ の 動 揺 を 抑 制 で き る

。 こ の よ う に 、 梃 子 手 段 ３ ０ に 減 揺 機 能 を 持 た せ る こ と で 、 潮 位 変 動 等 に よ り 水 位 が 変 動

し て も 浮 体 １ ０ の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る と と も に 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 １ ０ の 短

周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。

　 な お 、 例 え ば 、 梃 子 手 段 ３ ０ の う ち 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ が 係 止 さ れ た 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 の み を

平 板 構 造 と す る な ど 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 一 部 を 平 板 構 造 と し て も よ い 。

　 ま た 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 一 部 ま た は 全 部 を 網 構 造 に 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 梃 子 手

段 ３ ０ の 表 面 積 が 増 加 す る た め 、 梃 子 手 段 ３ ０ が 動 く 際 の 周 囲 の 水 か ら の 抵 抗 力 が 増 し 、

更 に 減 揺 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 梃 子 手 段 ３ ０ に 、 フ ィ ン や 張 り 出 し 部 等 の 減 揺 手 段 を 付 加 し て も よ い 。 減 揺 手 段

は 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 全 体 に わ た っ て 設 け る 必 要 は 無 く 、 例 え ば 、 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 の み に 設

け て も よ い 。 梃 子 手 段 ３ ０ に よ る 倍 力 化 に よ り 、 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 の み に 設 け て も 減 揺 手 段

と し て 十 分 に 機 能 可 能 で あ り 、 減 揺 手 段 が 小 型 で 済 む 。 梃 子 手 段 ３ ０ に 減 揺 手 段 を 設 け る

こ と に よ っ て 、 更 に 波 浪 に よ る 浮 体 １ ０ の 動 揺 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に よ れ ば 、 波 浪 な ど に よ る 浮

体 １ ０ の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 し つ つ 、 潮 位 等 に よ り 水 位 が 変 動 し て も 浮 体

１ ０ の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。

　 な お 、 梃 子 手 段 ３ ０ は 中 間 浮 力 を 有 す る も の と し て 説 明 し た が 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 比 重 を

水 の 比 重 よ り 小 さ く し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 荷 重 手 段 ２ ０ の 機 能 の 一 部 を 梃 子 手 段 ３

０ に 持 た せ る こ と が で き る 。 ま た 、 梃 子 手 段 ３ ０ が 軽 量 と な り 、 運 搬 や 設 置 時 の 取 り 扱 い
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が 容 易 と な る 。 梃 子 手 段 ３ ０ の 比 重 を 水 の 比 重 よ り 小 さ く す る に は 、 例 え ば 中 空 の 金 属 製

の 構 造 を 用 い た り 、 木 材 に 耐 久 性 を 持 た せ る た め の 表 面 処 理 を 施 し た 材 料 を 用 い る こ と 等

に よ り 実 現 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 な お

、 上 記 し た 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 荷 重 手 段 ２ ０ を 、 水 よ り も 比 重 が 大 き い 重 錘 ２ ０ Ｂ と し て い る

。

　 浮 体 １ ０ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 一 接 続 索 ５ １ で 接 続 さ れ て い る 。 第 一 接 続 索 ５ １ の 一

端 は 浮 体 １ ０ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 中 間 部 ３ ０ Ｃ の う ち 梃 子 手 段 ３ ０ の 中 間

位 置 よ り も 一 端 部 ３ ０ Ａ 寄 り に 係 止 さ れ て い る 。

　 重 錘 ２ ０ Ｂ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 二 接 続 索 ５ ２ で 接 続 さ れ て い る 。 第 二 接 続 索 ５ ２ の

一 端 は 重 錘 ２ ０ Ｂ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 他 端 部 ３ ０ Ｂ に 係 止 さ れ て い る 。

　 梃 子 手 段 ３ ０ の 一 端 部 ３ ０ Ａ に は 、 水 底 Ｃ に 一 端 が 固 定 さ れ た 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 接

続 さ れ て い る 。 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係 止 さ れ た 一 端 部 ３ ０ Ａ は 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 支 点 部

と な る 。 支 点 部 と は 真 の 支 点 を 含 め た 支 点 近 傍 を 含 む 部 位 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 中 間 部 ３ ０ Ｃ に お い て 浮 体 １ ０ の 浮 力 に よ る 上 向 き の 力 を 受 け 、 他 端

部 ３ ０ Ｂ に お い て 重 錘 ２ ０ Ｂ の 重 量 に よ る 下 向 き の 力 を 受 け る 。 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 係 留 手

段 ４ ０ の 他 端 が 係 止 さ れ た 部 分 又 は そ の 近 傍 を 支 点 と し て 傾 斜 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 浮

体 １ ０ と 重 錘 ２ ０ Ｂ と が 均 衡 す る 位 置 で 静 止 す る 。 図 ２ に お い て は 、 高 水 位 Ａ の と き 、 浮

体 １ ０ と 重 錘 ２ ０ Ｂ と は 、 梃 子 手 段 ３ ０ が 水 平 と な る 位 置 で 均 衡 し て い る 。

　 水 面 に 浮 か ん だ 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 喫 水 に よ っ て 変 動 す る 。 こ れ に 対 し て 水 中 に 配 置 さ れ

た 重 錘 ２ ０ Ｂ の 重 量 は 一 定 で あ る 。 し た が っ て 、 潮 位 等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に よ っ て 水 面

が 高 水 位 Ａ か ら 低 水 位 Ｂ ま で 徐 々 に 低 下 す る と き は 、 重 錘 ２ ０ Ｂ の 重 量 が 一 定 で あ る の に

対 し て 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 徐 々 に 減 少 し よ う と す る の で 、 梃 子 手 段 ３ ０ は 、 重 錘 ２ ０ Ｂ が 係

止 さ れ て い る 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 が 徐 々 に 下 降 し て 傾 斜 す る 。 浮 体 １ ０ は 、 他 端 部 ３ ０ Ｂ が 一

端 部 ３ ０ Ａ よ り も 低 位 と な る よ う に 梃 子 手 段 ３ ０ が 傾 斜 す る に つ れ て 下 方 に 引 き 下 げ ら れ

る が 、 第 一 接 続 索 ５ １ に か か る 張 力 は 一 定 の た め 喫 水 は 常 に 一 定 に 保 た れ る 。 ま た 、 潮 位

等 の 長 周 期 の 水 位 変 動 に よ っ て 水 面 が 低 水 位 Ｂ か ら 高 水 位 Ａ ま で 徐 々 に 上 昇 す る と き は 、

重 錘 ２ ０ Ｂ の 浮 力 が 一 定 で あ る の に 対 し て 浮 体 １ ０ の 浮 力 は 徐 々 に 増 加 し よ う と す る の で

、 傾 斜 し て い た 梃 子 手 段 ３ ０ が 徐 々 に 水 平 に 戻 さ れ る が 、 第 一 接 続 索 ５ １ に か か る 張 力 は

一 定 の た め 喫 水 は 常 に 一 定 に 保 た れ る 。

　 こ の よ う に 、 所 定 の 喫 水 を 浮 体 １ ０ に 付 与 す る 重 錘 ２ ０ Ｂ の 重 量 を 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 梃

子 を 利 用 し て 浮 体 １ ０ に 作 用 さ せ る こ と に よ っ て 、 動 力 や 複 雑 な 機 構 を 用 い る こ と な く 、

水 位 の 変 動 に 対 応 し て 所 定 の 喫 水 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 重 錘 ２ ０ Ｂ を 梃 子 手 段

３ ０ か ら 垂 下 し て 設 置 す る こ と が で き る た め 、 海 面 漂 流 物 等 の 影 響 を 受 け な い 。

　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 比 重 を 水 の 比 重 よ り 大 き く し て も よ い 。

こ の 場 合 に は 、 荷 重 手 段 ２ ０ の 機 能 の 一 部 を 梃 子 手 段 ３ ０ に 持 た せ る こ と に な る 。 梃 子 手

段 ３ ０ の 比 重 を 水 の 比 重 よ り 大 き く す る に は 、 一 般 の 金 属 製 の 構 造 を 用 い た り 、 金 属 製 の

構 造 に コ ン ク リ ー ト 材 を 組 み 合 わ せ る こ と 等 に よ り 実 現 で き る 。 梃 子 手 段 ３ ０ に よ る 倍 力

効 果 に よ り 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 比 重 を 水 の 比 重 よ り 大 き く し 、 特 に 他 端 部 ３ ０ Ｂ 側 を 重 く 構

成 す る こ と に よ っ て も 重 錘 ２ ０ Ｂ の 代 用 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 梃 子 手 段 ３ ０ に 減 揺 機 能 を 持 た せ る か 、 減 揺 手 段 を 付 加

す る こ と で 、 波 浪 な ど に よ る 浮 体 １ ０ の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。
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な お 、 上 記 し た 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム の 設 置 状 態 の 概 略 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 浮 体 １ ０ を 並 進 動 揺 型 の 波 力 発 電 装 置 に 用 い る ス パ ー 浮 体 （ 心

棒 ） １ ０ Ａ と し 、 荷 重 手 段 ２ ０ を 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ と し て い る 。 ス パ ー 浮 体 １ ０ Ａ の 周 囲 に

は 、 円 筒 形 の 可 動 フ ロ ー ト ７ ０ が 配 置 さ れ て い る 。

　 ス パ ー 浮 体 １ ０ Ａ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 一 接 続 索 ５ １ で 接 続 さ れ て い る 。 第 一 接 続 索

５ １ の 一 端 は ス パ ー 浮 体 １ ０ Ａ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 一 端 部 ３ ０ Ａ に 係 止 さ

れ て い る 。

　 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ と 梃 子 手 段 ３ ０ と は 、 第 二 接 続 索 ５ ２ で 接 続 さ れ て い る 。 第 二 接 続 索 ５

２ の 一 端 は 水 中 浮 体 ２ ０ Ａ に 係 止 さ れ 、 他 端 は 梃 子 手 段 ３ ０ の 他 端 部 ３ ０ Ｂ に 係 止 さ れ て

い る 。

　 梃 子 手 段 ３ ０ の 中 間 部 ３ ０ Ｃ に は 、 水 底 Ｃ に 一 端 が 固 定 さ れ た 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係

止 さ れ て い る 。 係 留 手 段 ４ ０ の 他 端 が 係 止 さ れ た 中 間 部 ３ ０ Ｃ は 、 梃 子 手 段 ３ ０ の 支 点 部

と な る 。

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 梃 子 手 段 ３ ０ に は 減 揺 機 能 又 は 減 揺 手 段 が 付 加 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に よ る 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 波 浪 な ど に よ

る ス パ ー 浮 体 １ ０ Ａ の 短 周 期 の 水 位 変 動 に 伴 う 動 揺 を 抑 制 し つ つ 、 水 位 が 変 動 し て も ス パ

ー 浮 体 １ ０ Ａ の 喫 水 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 し た が っ て 、 発 電 機 の ス ト ロ ー ク は そ の

全 て を 波 浪 に よ る 変 動 に 振 り 向 け る こ と が 可 能 と な り 、 有 効 な 波 力 発 電 を 行 う こ と が で き

る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 発 明 の 水 位 変 動 対 応 係 留 シ ス テ ム は 、 海 洋 等 に 設 置 さ れ る 並 進 動 揺 型 の 波 力 発 電 装 置

又 は 浮 桟 橋 等 の 浮 体 に 利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

１ ０ 　 浮 体

２ ０ 　 荷 重 手 段

２ ０ Ａ 　 水 中 浮 体

２ ０ Ｂ 　 重 錘

３ ０ 　 梃 子 手 段

３ ０ Ａ 　 一 端 部

３ ０ Ｂ 　 他 端 部

３ ０ Ｃ 　 中 間 部

３ ０ Ｘ 　 側 面

３ ０ Ｙ 　 上 面

３ ０ Ｚ 　 下 面

４ ０ 　 係 留 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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